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令和４年 ３月２３日
（館林市立第三小学校 TEL 72-4063・FAX 72-4378）

令和３年度教育活動へのご協力、大変ありがとうございました。
令和３年度も新型コロナウイルス感染状況に教育活動が左右される１年間でした。しかし、

今年度はコロナ禍でも行事をやめることなく、何とか工夫して実施しようと努めてきました。６
年生の修学旅行は６月から１１月に変更して、行き先は６年生自身が調べ、
考え、話し合って富士山周辺へと一泊で行くことができました。また、警戒
度が高いときの朝会や体育集会、授業参観などは、感染防止のためにオンラ
インで実施しました。幸いなことに、今年度は一人一台のパソコンやWi-Fiが
整備されるなどもあり、密集を避けながら活動する新たな方法も実施できま
した。
第三小学校が、令和３年度の教育活動を止めることなく一年間継続できましたのは、保護者の

皆様の多大なるご支援とご協力の賜物と心より感謝申しあげます。

６年生愛校清掃の様子
６年生が卒業を前に１年生と積極的に遊んだり、校舎内をきれいにしようと愛校清掃をした
りしてくれました。卒業を目前に学校のためにという活動は、在校生にとっても三小を大切に
思ったり、誇りに思ったりするきっかけにもなり、とても素晴らしいことだと思います。
今年度の卒業生は卒業証書4,700番台です。昭和27年度（昭和28年3月）の卒業生の卒業

証書1番からずっとつながっています。先日昭和27年の開校時に在籍していた方に朝会の中で、
今でも学校を大切に思う気持ちをお話ししていただきました。毎日見守りをしてくださってい
るボランティアさんが「三小の卒業生」ということに児童たちは初めて気がつきました。
4月から三小は、コミュニティ・スクール（学校運営協議会設置の学校）になります。地域

の皆様とともに、様々な活動を通して「愛校心」を育んでいきたいと思います。

令和４年度４・５月の主な予定 地域の皆様へ
4月 ●PTA廃品寄付活動へのご協力を

７日（木）入学式 始業式 よろしくお願いします。
１９日（火）全国学力学習状況調査６年 ５月２１日（土）＜雨天時２２日（日）＞

国語・算数・理科 午前８時までに道路わきに出してください。
２２日（金）授業参観・PTA総会 牛乳パック・雑誌・新聞・段ボール
２５日（月）～５月６日（金）家庭訪問 アルミ缶・ビール瓶・一升瓶・コカコーラ瓶

（ペットボトルや衣類などは回収できません）
５月 （新田地区、四ツ谷町の皆様は前日集会所へ）

１３日（金）第１回学校運営協議会 ●４月からコミュニティ・スクールになります。
２１日（土）PTA廃品寄付活動 地域の皆様のご協力をよろしくお願いします。
＜雨天時は２２日（日）＞ ●４月から学校だよりを回覧させていただき、

学校の様子をお知らせします。
※校外学習等の予定は、新年度初めに配付 内容等で何かお気づきの点がありましたら、
される年間行事予定表をご覧ください。 学校までご連絡ください。 （72-4063 教頭）



★３月９日 ６年生を送る会の様子★
２月２５日から３月９日に延期となり、まん延防止重点措置期間ですので、歌は歌わないとい

う制限もありましたが、５年生運営のもと６年生は体育館で各学年の発表を楽しむことができま
した。体育館に入れない他の学年は教室のテレビで鑑賞しました。合唱等はありませんでしたが、
他の方法で気持ちを伝えようと、各学年とも工夫ある出し物を披露しました。

一人一人自分のイメージのドラえもんの顔 群読で「おおきくなるっていうことは」を演
を付けて、かわいいダンスを披露しました。 技を入れて表現し、６年間の成長が改めて感じ
６年生へのたくさんのメッセージの中でも「６ られるように工夫しました。また、「手のひら
年生大好き」という言葉が印象的でした。１ を太陽に」をリズミカルな足音等を入れて明る
年生は、３学期も６年生と一緒に遊びました。いダンスで表現しました。

学年全体で、楽しくてかっこいいミュージ ６年生が三小に入学してから踊ったダンスを
カル風の演技をしました。そして最後に、６ 一生懸命に覚えて再現しました。そして、メッ
年生のように「やさしい人になれますか」「進 セージの中では「６年生がよい学校になるよう
んで学習できますか」「進んで仕事ができま に頑張ってくれました」という６年生への感謝
すか」と６年生への憧れの気持ちを言葉で表 の気持ちが表現されました。
現しました。

5年生の出し物はソーラン節を踊り、体育 ６年生は６年間の思い出を語りました。下級
館の床から迫力が伝わってきました。6年生 生にこれから学年が上がると、どんなことがあ
をいつもお手本にしていたことや、リーダー って、どんな気持ちになるかを教えてくれまし
のバトンをつなぎたいという、6年生への素 た。また、後半は「生きる」を朗読し、６年生
直な思いを伝えてくれました。 からのメッセージを全校に伝えました。
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